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　加西市は平成 19 年 6 月、全国の市町村としては初めてエコアクション 21 を導入
しました。そして、市内企業においても環境にやさしい経営を行っていただく取り
組みを進めており、自治体イニシャティブプログラムを実施しています。
　自治体イニシャティブプログラムとは、自治体（加西市）が「エコアクション
21」の認証・登録を目指す事業者を取りまとめ、一斉に認証・登録を目指すプログ
ラムです。単独で取り組むよりもスムーズに、また、専門家の派遣費用負担なども
少なく、認証・登録を得ることができます。
　このプログラムを利用して、これまで市内外 8 事業者（見込含む）が「エコアク
ション 21」を認証・登録しました。
　この機会に是非、環境に貢献する企業の証として「エコアクション 21」を取得さ
れてはいかがでしょうか。。

加西市の入札における落札率の推移について

【問合先】　財政課☎㊷8704

　20 年度の平均落札率は 77.6％で、19 年度の 80.3％に比べ 2.7％低くなっており、18 年度の 82.3％に比べると 4.7％低
くなっています（参考：17 年度 82.8％、16 年度 83.4％）。
　工事に関しては、500 万円未満の物件（最低制限価格なし）では、18 年度は 83.53％、19 年度は 78.19％、20 年度は
76.21％と低くなりましたが、これは入札件数が減少（18 年度 56 件、19 年度 52 件、20 年度 20 件）したことにより、
より一層の競争原理が働いたためと思われます。
　委託に関しては、19 年度の 79.5％に比べ、20 年度は 74.6％と 4.9％低くなっています。これは、同様案件の一括発注
や長期契約による入札によって金額が抑えられたものと思われます。
　物品に関しては、もともと件数が少ないため、大きな変化は見られませんでした。

　平成 20 年度加西市の入札おける落札率は次の通りです。

■平成 18年～ 20 年度における落札率の推移

入札の種類
18 年度 19 年度 20 年度

件数 率（％） 件数 率（％） 件数 率（％）

工事 118 82.9 85 78.5 45 80.1

委託 56 79.6 60 79.5 63 74.6

物品 6 97.7 12 96.8 3 99.1

合計 180 82.3 157 80.3 111 77.6

「ゴミ出しパンフレット」作成事業者を募集

【問合先】　資源リサイクル課☎㊻0401

　市内全世帯に配付する「ゴミ出しパンフレット」を官民連携で、事業者の費用負担により発行していただける業者を
募集します。必要な書類及び資料等を下記項目に留意し提出してください。

■提出書類及び資料
　・会社概要（別途パンフレット等を添付）
　・従事体制
　・受託実績
　・過去実績成果品（ゴミパンフ関係納品物が望ましい）
　提出部数：正本 1 部　副本 5 部
　※作成仕様については、市ホームページに掲載している別
　　紙「ゴミ出しパンフレット」作成仕様書を参照下さい。

■選定方法
　　選定方法は評価方式とし、提出された過去実績成果
　品等を選定委員会で審査し、その評価点数の最も高い
　１社を特定します。

■質疑は次の期間内に文書で提出してください。
　質疑期間：5 月 20 日 ( 水 ) ～ 22 日 ( 金 ) の 17:00 まで
　質疑提出先：加西市中山町 520-15
　　　　　　　生活環境部資源リサイクル課
　　　　　　　☎ 0790-46-0401　ＦＡＸ 0790-46-0081
　回答：5 月 26 日（火）までに文書で回答します。

■提出先及び提出日
　提出期限：5 月 29 日（金）まで 17:00 必着
　提出先：加西市北条町横尾 1000
　　　　　財務部財政課
　　　　　☎ 0790-42-8710　ＦＡＸ 0790-43-8257

新エネ百選に加西市が選定されました

【問合先】　バイオマス課☎㊷8716

　経済産業省と独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）は、
このたび初めて「新エネ百選」を選定し、その一つに「加西市・減

げんこつ

CO2 プロジェクト」
が選ばれました。
　「新エネ百選」には、地域にマッチした地産地消型の新エネルギー等の導入の優れ
た事例として、近畿では 14 事業、県内では 4 事業が選定されています。

■減 CO2 プロジェクトとは
　バイオマス燃料を利用した地域参加型（行政・市民・企業）の CO2（二酸化炭素）削
減の取り組みです。地元企業や市民から廃食用油を回収、それをもとに製造した BDFは、
公用車で使用したり、協力事業者へ供給するなど地域内でのエネルギーの地産地消を図っ
ています。

懲戒免職処分取消請求事件における上告について

【問合先】　総務課☎㊷8702

　平成 19 年 5 月に管理職であった元職員が酒気帯び運転により警察に検挙されたことを受け、懲戒審査委員会での審
議を経て市が懲戒免職処分にしたところ、昨年 4 月、元職員より神戸地裁に懲戒免職処分取消しの提訴がなされました。
同年 10 月に原告（元職員）勝訴との判決が出され、市は判決を不服として大阪高裁に控訴していましたが、本年 4 月
24 日には、大阪高裁判決があり市の控訴は棄却されました。
　平成 18 年に福岡と姫路で飲酒運転死亡事故が続いたことを契機として、道路交通法が改正され、飲酒運転が厳罰化さ
れてきました。それを受けて、全国の地方自治体や民間企業等においても、職員・従業員の飲酒運転に対する処分規定
の厳罰化が行われ、国民挙げて飲酒運転は絶対にしない、させないという意識が定着してきたところです。
　飲酒運転による免職処分の取消請求訴訟が全国で審理されていますが、この事案は、道交法等が厳罰化されて以降前
例がないものであり、かつ今後、全国の自治体や企業等に大きな影響を与えるものですから、飲酒運転による免職処分
についての司法判断を確定するためにも、市は 5 月 7 日に最高裁に上告しました。

■新型インフルエンザに関する情報

プロジェクトの取り組みの一つとして、
全国初でBDF100%使用の北条鉄道レー
ルバス試験走行をおこないました。
（平成20年 6月 29日）

エコアクション21(EA21)自治体イニシャティブプログラム参加事業者を募集

【申込先】　環境創造課☎㊷6620　※詳しくは加西市ホームページをご覧ください

■応募期限　6 月 30 日（火）までに下記までお申し込みください。

エコアクション 21 の認証・登録を受
けることによって、環境省が策定した
ガイドラインに適合していることを環
境省の外郭団体である（財）地球環境
戦略研究機関が証明します。
ISO14001 並の認証が低額な費用で取
得可能。上記のロゴマークが使用でき、
企業イメージの向上が望めます。

　メキシコ等からの帰国者で、帰国後に発熱等の症状
が現れた場合、まずは、医療機関受診前に次の窓口に
ご相談をお願いします。

■日常生活で注意すること
・咳やくしゃみをするときは、ティッシュで口や鼻を覆

い、使用後は捨てる（ハンカチを使用した場合は他者
と共有しない）。 

・石鹸での手洗い・うがいを積極的にする（帰宅後は必
ず）。 

・十分な睡眠をとり、体調管理に注意する。

■加東健康福祉事務所
　☎ 0795-42-6287（24 時間対応）
■兵庫県危機ホットライン
　☎ 078-367-2766（24 時間対応）


